
え
ち
ご
せ
き
か
わ
の

え
ち
ご
せ
き
か
わ
の 

　
　
魅
力
満

　
　
魅
力
満
載
な
秋
の
催
し

載
な
秋
の
催
し 
え
ち
ご
せ
き
か
わ
の

え
ち
ご
せ
き
か
わ
の 

　
　
魅
力
満

　
　
魅
力
満
載
な
秋
の
催
し

載
な
秋
の
催
し 
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十
月
二
十
五
日
、
役
場
前
の
柳

と
せ
せ
ら
ぎ
通
り
を
中
心
に
「
堀

と
柳
の
秋
ま
つ
り
」、ふ
れ
あ
い
ど

〜
む
を
会
場
に
「
せ
き
か
わ
農
林

業
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
堀
と
柳
の
秋
ま
つ
り
で
は
、
地

元
の
「
え
ち
ご
関
川
踊
り
た
〜
い
」

を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
二
十
チ

ー
ム
、
約
三
百
人
が
参
加
し
た
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
旧
米
沢
街
道

を
平
田
大
六
村
長
が
案
内
す
る
散

策
ツ
ア
ー
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
関
川
産
の
秋
の
味
覚
が

ず
ら
り
と
並
ん
だ
、
せ
き
か
わ
農

林
業
ま
つ
り
で
は
、
両
手
い
っ
ぱ

い
に
買
い
物
を
楽
し
む
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
秋

の
催
し
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

え
ち
ご
せ
き
か
わ
の 

　
　
魅
力
満
載
な
秋
の
催
し 

堀
と
柳
の
秋
ま
つ
り
・
せ
き
か
わ
農
林
業
ま
つ
り 

　国重要文化財・渡邉邸前の道路を会場に行われた、
よさこいソーラン。各チームから華麗で迫力ある踊り
が披露されると、沿道の観客からは大きな歓声が上が
っていました。 

つ
き
た
て
の
杵
つ
き
も
ち
に
は
、

長
い
行
列
が
出
来
る
人
気
ぶ
り
。 

� 　
十
月
二
十
四
日
、
「
秋
の
立
鳥

帽
子
探
訪
会
」
が
行
わ
れ
、
村
内

外
か
ら
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
探
訪
会
は
、
紅
葉
に
色
づ
い
た

美
し
い
秋
の
山
々
の
自
然
に
親
し

み
な
が
ら
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
よ
う
と
、
大
石
・
山
と
川

に
親
し
む
会
（
高
橋
八
男
代
表
）

主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。 

　
参
加
者
は
、
立
鳥
帽
子
（
標
高

六
百
九
十
六
�
）
の
山
頂
を
目
指

し
て
、
大
石
東
俣
植
物
園
か
ら
登

山
を
開
始
。
山
の
達
人

の
説
明
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
約
二
時
間
で
山

頂
に
到
着
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
は
地
元
で

採
れ
た
キ
ノ
コ
汁
も
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は

紅
葉
や
秋
の
味
覚
を
満

喫
し
ま
し
た
。 

　
大
石
・
山
と
川
に
親

し
む
会
で
は
、
毎
年
恒
例
の
「
お

お
い
し
・
ど
も
ん
こ
祭
り
」
を
、

来
年
二
月
十
三
日
に
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
楽
し
み
に
。 

立
鳥
帽
子
の
絶
景
と 

　
　
　
　
秋
の
味
覚
に
舌
つ
づ
み 

　
　
　
〜
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会
〜 

▲立鳥帽子山頂に到着した参加者。 

　上の写真は、一匹の蛇が二つの頭を持って
いる、世にも珍しい「双頭蛇」です。 
　この蛇は、10月21日、下澤養鶏関川農場（小
見）の従業員の方が、農場の敷地内で発見し
て捕獲した、体長約30㎝のアオダイショウ
の子ども。　 
　場長の佐藤羊一郎さん（松ケ丘）は「昔、
標本で見たことはあるが、実物は初めて。長
生きして、縁起が良くなればいいですね」と
話していました。 

これは、双頭蛇（そうとうじゃ）！？ 

た
て

え
　
ぼ
　
し 
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　村上警察署下関交番所長の渡邊敏彦警部

補が、県民に信頼され、頼りにされている

警察官の努力を讃える「第34回新潟県民

の警察官表彰」（産経新聞社主催）を受賞

されました。 

　渡邊所長は、昭和49年に警察官を拝命後、

勤続35年６か月のうち34年あまりを交番

や駐在所などの地域警察官として勤務。直

接、住民と接しながら、頼れる交番のお巡

りさんとして住民の安全と平穏な生活を守

るための地域安全活動、交通安全活動に尽

力されています。 

　また、下関交番に赴任後も、交通安全や

防犯意識の啓発・普及、ときには村民の相

談役でもあり、地域全体に目配りをいただ

いているところです。 

　渡邊所長は「このような表彰をいただき、

大変光栄です。今後も村の安心、安全のた

め精一杯努めてまいります」と、喜びを語

っていました。 

　大変おめでとうございました。 

地域の頼れるお巡りさん 

県
民
の
警
察
官
表
彰 

　
　
　
　
　
　
を
受
賞 

　
　
渡
邊
下
関
交
番
所
長 

　
相
馬
徳
治
さ
ん
（
下
関
）
に
、

食
品
衛
生
功
労
者
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
相
馬
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年

に
相
馬
鮮
魚
店
を
開
業
。
昭
和
四

十
六
年
四
月
か
ら
食
品
衛
生
指
導

員
に
就
任
し
、
食
品
衛
生
行
政
に

積
極
的
に
協
力
。
ま
た
、
昭
和
五

十
三
年
六
月
か
ら
は
村
上
食
品
衛

生
協
会
の
理
事
を
務
め
、
長
年
に

わ
た
り
食
品
衛
生
思
想
の
普
及
啓

発
や
地
区
の
食
品
衛
生
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
相
馬
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
表

彰
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
あ
り
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
、
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
は
、
十
一
月
十
一
日
、

新
潟
イ
タ
リ
ア
軒
で
行
わ
れ
、
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

相
馬
徳
治
さ
ん
に 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

小
池
寿
哉
さ
ん
に 

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

　
小
池
寿
哉
さ
ん
（
下
関
）
に
、

社
会
教
育
功
労
者
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
小
池
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年

五
月
に
社
団
法
人
新
潟
県
社
会
教

育
協
会
の
会
員
。
ま
た
、
平
成
十

七
年
五
月
か
ら
は
、
同
協
会
の
参

与
を
務
め
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

で
の
社
会
教
育
活
動
や
文
化
活
動

に
尽
力
。
ま
た
、
女
性
学
を
学
び
、

女
性
の
自
立
や
男
女
平
等
な
ど
、

社
会
的
な
地
位
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
池
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
表

彰
を
い
た
だ
き
大
変
恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
村
や
県
の
た
め
、

活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
表
彰
式
は
十
一
月
二
十
日
、
文

部
科
学
省
講
堂
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
行
わ
れ
、
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

　
荒
川
に
流
さ
れ
た
釣
り
人
を

救
助
し
た
、
伊
藤
勝
さ
ん
（
小

見
）
と
佐
藤
正
一
さ
ん
（
下
関
）

に
、
九
月
十
五
日
、
村
上
警
察

署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
、
八
月
十
八
日
、
荒

川
の
ア
ユ
釣
り
男
性
が
川
に
流

さ
れ
た
の
を
、
下
流
の
佐
藤
さ

ん
が
発
見
。
伊
藤
さ
ん
と
二
人

で
連
携
し
、
川
岸
ま
で
引
き
上

げ
、
救
急
隊
員
に
引
き
継
ぐ
と

い
う
見
事
な
救
助
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

見
事
な
連
携
救
助 

二
人
に
感
謝
状 


